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（総合審査結果の要旨） 
 
 作者の入学時の作品は自然の適用を装飾の目的としてとらえ、一つの作品中に人工と自然を両立させ、
人間の文明と自然とが対立しつつ調和していく様子を表現していたが、博士課程に入ってから「飾る」
ことを研究テーマにして研究してきた。フラクタル理論をもとに論文、研究作品を発表した。自分自身
で研究テーマを設定しその研究に邁進する研究態度であり、理論と制作を合致させながら研究を進めて
いった。 
 フラクタルには一定の秩序はあるが、混沌とした形で現れ、規則的でありながら不規則で無作為なこ
とを言う。このようなフラクタル理論を基に作者は装飾の基準を自己相似性、反復性、無作為性の要素
を考慮し制作した。“飾る”とは装飾を表面の全体に密着させ、装飾の範囲と密度を考慮している。無限
につながる表面空間を演出、視線を器全体に均等に誘導し、全体の形態が持つ印象を損わないよう、装
飾が全体の形態鑑賞の妨げにならないよう意図し “飾る”を考察している。装飾の範囲と密度を調節す
ることによって、視線の固定を避けている。自然物を形式化し形態的本質を追求することによって、変
わらない永遠性が得られると述べている。あくまでも作家の理念に基づいて、即興性や偶然性を排除し、
綿密な計画に基づいて完成に至るまでのプロセスをコントロールしようとする論文と研究作品である。 
 自然をテーマにし、それを陶芸に反映させる装飾を手段とし、フラクタル理論を土台に形式化された
装飾を、装飾のモチーフ、装飾法、全体の形、色彩などが同じような比重で見られるように心がけてい
る。主体性をもって、すべての技法を我が手中に収めようとした制作態度は意欲にあふれ優れた内容で
ある。この意図に沿って更なる整理と集合、単純化を追求し、韓国陶芸文化における装飾に重点を置く
制作を進め、独自性のある自己表現を確立することを期待する。優れた論文、研究作品である。博士学
位授与に値するものと判断する。 
 
 
